
14　個が生きる保健指導の評価

一第1学年　歯の保健指導の実践「むしばとなかよしだあれ」一

吉　野　泰　子

1.はじめに

(1)歯の保健指導の観点

平成4年2月5日,文部省より『小学校歯の保健指導の手引』が14年ぶりに改訂された。今回の

改訂の趣旨と主な観点は次の通りである。

①　学習指導要領の改訂に伴い生涯にわたる健康の基礎づくりの観点に立った学校歯科保健活動

が強調されること。

②　歯周疾患を取り上げたこと。特に歯肉炎は,観察によって自分でとらえ,自ら改善できる特

徴があるのでこれを生かし,健康の自己管理能力を育てること。

③　歯みがきの方法については,基礎基本,原理原則をしめし,それを自分の歯やロに応用して

自分のみがき方を工夫させること。つまり歯ブラシの毛先をみがきたい歯にすきまなくピタッ

と当たるように工夫させるみがき方の指導であり,歯みがきも「個性化」が必要なのである。

これらの観点をもとに,本校の児童の実態にあった保健指導を実践していく必要がある。

(2)保健指導のあり方

①　自分の健康に目を向ける。

科学的検査や診断をする

調査活動から現状を知る

視覚により訴え,状態を客観的にみる

比較して現状をとらえる

過去・現在・未来の流れで現在を判断する

一日分が気づかず過ごしている問題点を明確に自覚させる

一般的な医学知識を得ていても自分自身の状況にかかわり

がなければ行動化されない。自分自身の問題としてかかわ

りを持たせることにより,行動する動機となる。

②　現実的実現可能な自分の目標を設定する

問題解決の情報や活動の場を多様に準備する 科学的な情報を与える,多種多様な方法の提

示,見通しを持たせる。

情報の中から自分に合った方法を選択させる

実現可能な目標を設定させる 一 充

一つ旨示・命令をさける。

実感や成就感へつなげる。

③　目標をめざし,実践し,自己をのりこえる。

小集団活動をとり入れる 集団による相互作用を図る。
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結果 と同時にプロセスを重視する

自己の変容をとらえさせる

一失敗を生かす方法を考える

良くなったことを意識させる

2.保健指導:第一学年『むしばとなかよしだあれ』の計画にあたって

(1)題材設定の理由　　-目的の明確化-

児童のだれもが,甘いものを食べるとむし歯になる,歯をみがかないとむし歯になるといった一

般的な知識はあるものの,どのような状況でむし歯になるのかといったような科学的認識には至っ

ていない。また家庭のしつけにもつながる歯みがきの習慣は,低学年の段階では,保護者自身の歯

に対する認識の違いが大きく影響している。

むし歯の予防上大変重要になってくるのほ,歯についた汚れをいかにきれいに落とすかであろう。

歯の汚れをきれいに落とすためには,自分の歯並びや自分の歯のみがき方のくせを正しく知り,自

分に合ったみがき方を工夫させていく必要がある。

むし歯になって最も気をつけなければいけないのは,一度むし歯になると絶対に自然治癒しない

ということである。この点から常に自分のロの中の様子やむし歯の状態に目を向けさせ,自ら早期

治療の必要性を自覚させることが大切である。

低学年の時期,「歯をみがく」「甘いものは食べない」と言うことは,どちらかといえば大人側か

ら言わせられてきた行動の面が大きい。まだ自発的に習慣化されていない段階において,早期に科

学的にむし歯の発声原因や,むし歯の予防対策(はみがき等)について理解を深めることは,自分

の問題として生涯にわたり役立つものとなる。

以上の理由で,第一学年にとってむしばがどんな状況で発生するのかわかりやすく,また興味を

もちやすい題材として『むしばとなかよしだあれ』を設定した。

(2)発育発達の傾向と児童の実態把捉　　-問題把捉-

①　学年別男女の処置完了老及び未処置歯のある者の割合(実施1992.4)
項 目　　　　　　　 学 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

処 置 完 了 老 率

(% )

男 子 2 0 . 2 2 9 . 5 5 2 . 4 2 1 . 4 4 7 . 5 4 4 . 7

女 子 2 1 . 0 2 8 . 6 3 9 . 5 3 8 . 2 5 3 . 7 4 5 . 5

末 処 置 歯 の あ る 者

の 割 合　　 (% )

男 子 5 1 . 1 6 1 . 3 3 8 . 4 5 9 . 5 4 2 . 5 4 5 . 7

女 子 6 6 . 7 5 7 . 1 5 3 . 5 5 4 . 8 3 6 . 6 3 6 . 4

む し 歯 罷 患 率

(% )

男 子 7 1 . 1 9 0 . 8 9 0 . 8 8 0 . 9 9 0 . 0 9 0 . 4

女 子 8 7 . 7 8 5 . 7 9 3 . 0 9 3 . 0 9 0 . 3 8 9 . 7

く考察〉
・すべての学年において70%以上のむし歯の経験者があ
ることがオっかる。
一ノ学年の処置完r者率が男女共20%代である。まだ乳
歯だから治療しなくても抜けるからよいという認識が
あるのかもしれない。はえかわりの時期は,最もむし
歯予防する必要がある。

②　むし歯罷患経験のない児童の人数と割合(実施1992.4)

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

男

子

人 数 12 2 3 3 5 2

% 26 . 7 4 . 4 6 . 5 6 . 9 8 1 2 . 8 4 . 9

女

子

人 数 5 8 5 2 2 3

% 1 1 . 6 1 7 . 8 1 1 . 1 4 . 9 4 . 9 6 .8

く考察〉
l一学年男女合計すると,どの学年よりも多く,むし歯の罷患経験のな
い児童が17人である。

このままむし歯を経験させない状態を継続させていく必要性を感じ
る。

③　朝・夜の歯みがき実施状況　対象一年生87人(方法:保健指導前日の夜と当日の朝の歯みが

きの有無を調査)

・朝と夜歯みがきをした13人

〈禁㌘した・34人〈霊霊いない・35人夜・朝とも歯をみがいていない5人
く考察〉軌　歯みがきをしていない児童が40人と約半数になる。なぜ朝はみがきをしていないのか尋ねると,時間がなかった

からという答えが返った児童もいた。
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④　おやつ調べ実態調査(事前調査)

むし歯の原因として考えられるおやつの摂取状況を調べることにより,児童の実態を把握すると

ともに,児童自身が自分はどんなものをどれくらい食べているのかを振り返り自己評価の手だてと

する。おやつしらベプリントは,歯の保健指導の前日までの4～5日間に一日毎に何を食べたのか

をすべて記入させた。

・チョコレート(45人)

・パン・ケーキ・ドーナツ(34)

・アイスクリーム(18)

・ジュース(18)

・あめ・キャラメル(18)

・スナック類(17)

・クッキー・ビスケット(17)

・せんべい・あられ(16)

・ゼリー・グミ(10)

・りんご(9)・みかん(9)

▲多くたべていたおやつ(対象1年生

声
べ
た
掠
や
っ
魯
せ
ん
ぶ
が
さ
3
㌧
う

87人,実施1993.1)

く考察〉

おやつの種類をみると予想していたような結果

となっている。一日に食べる種類は個人によって

まちまちで全く食べていない児童から7～8種類

食べている児童もいる。

(3)指導目標

①　むし歯がどうしてできるのか関心をもつ。

②　むし歯となかよしのおやつについて考え,

③　歯のよごれをきれいにできる。

自分のおやつ摂取状況を振り返る。

④　むし歯はいったんできると放置すればますます悪化することを知る。歯科医で治療する必

要性がわかる。

(4)指導の実際

日　時　1993年1月26日(土)　第1～2校時　9:00～10:25

準備物　　児童:はぶらし,コップ,手かがみ

教師:・歯の模型・ほぶらし,・コップ(児童人数分:うがいした汚れた水をためる)

・ココアクッキー(児童人数分一人一枚:濃い色のクッキーのほうが口の中に

残った時観察できる)

・うがい用の水をやかんに用意する。
評価の観点

歯 に対 す る関心 ・

意　 欲 ・ 態　 度
む し歯 が ど うしてで きるのか を考 え る ことが で きる。

観 察 ・表現 ・記録
おやつ を食べ た時 の 口の中を よ く観 察 し, 歯 につ いて汚れ をみ つけ て表現

で きる。

判　 断 ・ 行　 動 おやつ とむ し歯 の関係が理 解 で き, 予防 法 と して はみが きが実 施 で きる。
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学習活動と児童の反応

学　 習　 活　 動 児　 童　 の　 反　 応 指 導 上 の 留 意 点

自

1.本時 のめ あてを知 る。 歯は何 本 あるのか 発表す る。 ・ 「む しば となか よ しだあ

2 .永久歯 と乳歯 の違 いを考 え 6 名 れ」 につ い てい っ し ょに

る。 大人 の歯が全 部 はえ る と12本 勉 強す る。

○子 どもの歯　 20本 ふ える ことがわか る。

む し歯 にな って抜 けた ら も う

新 しい歯 は, は えな い こ とを

知 る。

積極 的 に答え る ( 8 人)

・乳歯 か ら永 久歯 (大 人 の

己 ○大 人 の歯　　 3 2本 ' 歯 ) にはえか わ る ことを

の

現

状

を

知

(永久歯 )

3 .む し歯 にな る理 由 を考え る。

○ む し歯 の発生過 程 を理解す

説 明す る。

・児童 か らでて くる意見 を

る

多

様

な

情

報

か

ら

・ 「あ まい ものを食 べた ら」。

・ 「は をみがか なか った ら」。

・ 「チ ョコ レー トをた くさん

たべ た ら」。

・ 「す ぐには をみが か なか っ

すべ て板書 に す る。

・ロの中 に食べか す 「デ ン

る。

ミュータヰ 誓 ‡ ン

力を 合わせ る と　　 さ

た ら」。、…そ の他

・ 「さん」が歯 を とかす こ と
に対 して児 童が驚 きの表情 プ ン」や おやつ の なかあ

をみ せた。

・ク ッキ ーを食べ なが ら

る 「さ と う」 が ミュータ

ンス菌 が大好 きな もので

歯 を とかす　　 ←　 ん

J

巨 司

4 .おやつ を食 べた後 の歯 の よ

ごれ方 を観察 す る。

あ る ことを強 調す る。

・この時 , 事前調 査 「おや

つ しらべ」 につ いてふれ

て児童 のお やつ に対 す る

意識 を もたせ る。

・手か がみを使 って 自分 の理 ○ ク ッキ ーを一枚食 べ る。 ・口の中 を手か がみ で見 る

解 ○ 手かが み で ロの中を見 る。 ・どの児童 も意欲 的 に見 てい ロの中を よ く見 る。

を ○ 記録 用 プ リン トに汚れ た歯 た。 ・ど こが一番 よごれ がつ い

深 に色 をぬ る。

ノ蔓謹窯

・ 「きたな い～」 とい った声 て い るか気 づかせ る。

め があ ち こちか ら きこえ た。 ・上 の歯 な ど見え に くい場

る 糾 った たべ′空 との㊥ 二耳.

-　　 ビ柏 ,T L、る7・̀しよう・

合が あ るので隣 の人 の ロ

の 中を見 てあげ なが ら自

YJ ▼〉〉「u

(芋 )え　 籠 机 かすが

分 も教 えて も ら うよ うに

他者 との比 較を させ る。

この時 , ク ッキ ーは汚れ の

tくこね′

・;:遜.・、・セ†く漂　 c・ム誓ヲiさ、'g、、、・、　　　　　　 えーグr、誠
喝濁

∵へ∴ツ砥

駅 ′"恕置三警ノ饗こ、ふこう　 如城くyん温さ慧宰埠
ト"ポ・1λ轡 野 適 岡 戯 戯 監

ついていきすが。

えんぴつで崩,て
みきしょう。

L た̀

◆

見つ けやす い, 濃 い色 の コ

コア ク ッキ ーのほ うが よい。
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5.よごれた歯はどうすればよ

いか考える。

○うがいをする。

○ゆすいだ水はコップにため

る。

○歯みがきをする。

○手かがみを使ってよく

口の中を見る。

○隣同志で歯の汚れの落

ち具合をみて教え合う。

○全員で歯みがきの仕方

を練習する。

6.おやつの選び方を考える。

○むし歯になりやすいおやつ

を知る。

○むし歯になりにくいおやつ

を知る。

目

標

を

た

て

る

7.学習のまとめをする。

今日の学習でわかった

こと,気づいたことを

書く。

「うがいをすればいい」。

「はをみがけはいい」。とい

った意見がでる。

汚れたうがいの水はコップに

ためる。

「お水がまっ黒になった」。

「ノミイキンが出てきたよ」。

「まだ,はがきたない」

「ノミイキン出てこい」といい

ながら歯みがきをしている児

童いた。

「もうチョコレートは食べな

いよ」。

・うがいだけでは,歯の汚

れが十分とれないことを

確認する。

・うがい後の汚れた水の中

には何がたくさん入って

いるのか。

・汚れた水をためるコップ

ほどの児童も同じ条件に

なるように教師側で用意

したものを使った。

自由に歯みがきをさせる。

歯みがきをすると,うが

いで落ちなかった汚れが

とれていくことを,手か

がみやよごれたコップを

みながら確認する。

・むし歯を予防する方法は

歯をみがく事がとても重

要なことであることを話

す。

・模型の歯型と/、ブラシで

ていねいなはみがき指導

をする。

・おやつの選び方をむし歯

になりやすいものとなり

にくいものを提示して比

較させる。

机間巡視をしながら書け

ない児童に対して助言す

る。
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(5)児童の感想

保健指導の終わりに活動を振り返って書いたもの　　　日記の中に書いたもの

記録プリントD

の、いユと　ながJ L在あれ

(6)家庭への呼びかけ

保健指導を終了した日に保護者に配布したもの

h門の方へあ胤、　　　広▲大川mt小事按
1　4　1■llか千

束欠あ七大t刀tこしょう

丸めが勘7　永λ丸が。えーく与二とは.=止

も禁完,鵠誓言空語鵠盈こ
鰻1.餓愈1しλ再.

如rむしばと如上Lr軸八.と.り転業の叶
1・Lは-こり・▲虎町と・‥り・墟=こつしりて木
柵の机=」摘て欄規し.薗耳がさやうがい。
t冬作11つし・て総毛しました.

ようち■ほう瑞　一週間k一九　粗さで〝l叫が
ご・こ'としトリ　ー中ミ一九ぐ.ヰいめheえ粗酌
んで-あの方、膚だ今鼻∫うに　ここうヴ与丁てし、た結くと
わし缶の∫紳発電になるL堅い銅.

和の灸幾　の　れ几∧の　りで.痛み・紳
もしせl十戒1PIth巨つけていちんt・ることが山川J
お人して岬だ律、、ヒ軌、き可.加鼠==沸虹宥㍗

~　~　~　~　~　~　~　~　1リヒリー一　一　一　一　一　一

允も(　　　　　　)

記録プリントF

は
み
が
き
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
ロ
を
ゆ
す
ぐ
コ
ッ
プ
の
中
に
、
は
を
ゆ
す
ぐ
水
を
は
ん

ぶ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
よ
し
の
せ
ん
せ
い
が
、

べ
つ
の
コ
ッ
プ
を
み
ん
な
に
く
は
り
ま
し
た
。
そ
の
コ
ッ
プ
は
、
ゆ

す
い
だ
水
を
入
れ
る
た
め
の
コ
ッ
プ
で
す
。
つ
ぎ
に
、
手
か
が
み
を

も
っ
て
、
は
ぷ
ら
し
で
は
を
み
が
き
ま
し
た
。

手
か
が
み
で
、
じ
ぶ
ん
の
口
を
う
つ
し
て
み
ま
し
た
。
わ
た
し
は

む
し
ぼ
き
ん
が
い
る
か
な
と
、
は
の
す
ざ
ま
を
し
っ
か
り
み
ま
し
な

い
っ
し
ゅ
ん
だ
っ
た
け
ど
、
ち
ら
っ
と
、
む
し
ぼ
き
ん
が
、
ほ
の

か
げ
か
ら
の
ぞ
い
て
、
に
や
っ
と
、
に
ら
ん
だ
き
が
し
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
ギ
ョ
エ
ッ
、
ぶ
ら
し
で
、
お
い
出
さ
れ
た
と
お
も
い
葺

お
い
出
さ
れ
る
と
き
に
、
「
た
す
け
て
く
れ
ぇ
。
」
と
、
い
っ
て
に

げ
だ
し
た
で
し
ょ
う
。

歯の保健指導をするにあたり児童の発達段階からもまだ保護者から働

きかけが必要な時期である。また家族全員の歯に対する認識が高ければ

高いほど児童は生涯歯を大切にしていく上で良い影響を受ける。

保護者からほ,「どうしてむし歯になるのかなど今日の勉強について

いろいろ話し聞かせてくれた」,「念入りに歯みがきをしてる様子がう

かがえる」,「昼食後,学校で歯みがきを習慣化してほしい」,「おやつ

を考えて食べるようになった」,「自分から歯をみがくという自覚がで

きてきた」,「歯のチェックを定期的にしている」,「甘いものは与えて

いません」。といった声もあり,家庭での母親の感心の高さや児童の様

子を知ることができた。

3.考察

一学年の時期に歯みがき指導を行ったことは,発達段階から考えると有効であった。この活動に

おいてはじめて自分の歯を見た児童もあり,おやつを実際に食べて,その後の歯の様子を鏡で見て

どこに汚れが残っているかプリントに色ぬりをしたことで「きたない,たくさんよごれがついてい

る」といった印象を強く与えることができた。また他の人の口の中を見たり,うがい後や歯みがき

後の歯の様子をしっかり観察させたことで自己評価する機会となった。

感想から自分の歯を自分で守りたいという自覚も出てきており,次回は,歯みがきの習慣化や歯

肉炎など歯周疾患にも目を向けた指導を計画したい。

これまでの保健指導は「習慣形成」を重視し,「押しつけ」の指導になりがちであった。これか

らは「自らが考え行動できる」動機づけとなるよう,一人一人の児童の発達段階に応じた保健指導

に取りくんでいきたい。
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